学問への入口を見つける：総合演習Ⅰの取り組み by 水野 暁子
1. 学びのスケジュール
2018 年度, 筆者が担当した総合演習Ⅰのクラスには,
子ども発達学部子ども発達学科および心理臨床学科の新
入生が, 合わせて 19 名いた. このクラスでは, 表 1 の
ようなスケジュールで活動したが, 授業期間全体を通し
て計画的に進めたわけではなく, 時々, 今後の計画につ
いてクラス全体で話し合って進めた. その上で, 要所要
所で活動のまとめをし, 次の課題を見出す必要を感じた
際に, 筆者が話題提供し, 新たなレポート課題や議論す
る課題を提示した. なお, 2 限は, 総合演習Ⅰの全クラ
スが参加する全体企画であり, 4 月 19 日の新入生セミ
ナーも, 全クラスが参加する企画である.
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表 1. 総合演習Ⅰ (水野ゼミ) のスケジュール
月/日 1限 2限
4/11 イントロダクション・絵を描いて自己紹介
4/18 水野が話題提供して議論 ｢ボクの学校
は山と川｣ より
図書館ガイダ
ンス
4/19 新入生セミナー (3, 4 限)
4/25 ティーパーティで話し合い・レポート
課題の提示
5/ 2 美浜を歩く (報恩寺＆大己貴神社)
5/ 9 美浜を歩く (奥田海岸)・レポート提
出：履修カルテ A1
5/16 図書館利用セミナー 障害学生支援
5/23 今後の活動の相談
5/30 ケーキ作り・レポート (履修カルテ課
題 A1) の返却
｢学問への入口｣ の話題提供
6/ 6 映画
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要約：
日本福祉大学子ども発達学部の学生たちは, 入学直後の半期間, 総合演習Ⅰのクラスで共に学ぶ. 大学での学びや学生生
活の入門といった導入教育を担う授業であり, 学生たちと教員が話し合って授業を作っていくことが多い. 筆者が 2018 年
度に担当した総合演習Ⅰのクラスでは, ｢学問への入口｣ をそれぞれが見つけることを試みた. その過程で学生や教員によ
る工夫も行われ, 考えること・感じること・問うことや, 自ら働きかけること, および, 多様な他者との関わりが大切であ
ることをお互いに学んだ.
実践報告
2. 本を読んで, ｢自分が～～だったら｣ と考え
てみる.
4 月 18 日：筆者より話題提供した. ｢ボクの学校は山
と川｣ (矢口高雄 著, 講談社文庫) より ｢アケビ採り｣
の場面を抜粋して配布, 学校をサボってアケビ採りに行っ
たボクに対して, 母が言ったことを考え, 議論した.
課題に関わる部分を, 以下に引用する.
自分がそのお母さんだったら, Aでは, どのように
(表情・態度・語調) 言ったのかを考え, B, Cのとこ
ろは, 何と語るかを考えるという課題を提示した. 各自
で考えた後に, 数人の小グループで議論し, 自分の考え
と他の人たちと議論して考えたり感じたことを, ミニレ
ポートにした. 以下に, 学生たちが考えた, A, B, C
の例を紹介する.
なお, 上記のようなことを話し合った後の感想には,
以下のようなものがあった.
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6/13 外遊び (ケードロ, カンケリ)
6/20 レポート提出 (読書レポート)
議論：これまでの活動で感じたこと,
考えたことなど
(後述の表に記入しながら議論)
レポート課題の提示 (｢私が見つけた
学問への入口｣)
6/27 先週のまとめ
外遊び (水鉄砲)：理科実習室に備え
てあった各種の水鉄砲, 口径を変
えたものもある.
7/ 4 今後の計画の相談
ミーアキャットの教育 (NHKの番組
の録画) から学ぶ
地域の防災の
話
7/11 内海海岸まで遠足 (遊びと語り合い)
｢私が見つけた学問への入口｣ レポー
ト提出
7/18 まとめのティーパーティ・まとめのレ
ポート
私が見つけた学問への入口の紹介
この一件はその日のうちにバレた. 心配した先生が
ボクの家にやってきたのである. うなだれるボクに,
その夜母は ( A ) 言った.
｢ B ？｣
｢……………｣
｢ C ｣
ボクはそれ以来二度とズル休みをしなかった.
Ａ：｢ほほえみながら｣ ｢悲しそうに｣ ｢うつむいて｣
｢厳しく｣ ｢怒ったように｣ ｢心配そうに｣ ｢静かに｣
｢不思議そうな顔で｣ ｢さびしそうに｣ ｢どこか申
し訳なさそうな困ったような笑みを浮かべて｣
Ｂ：｢アケビはおいしかった……？｣ ｢はじめてのずる
休みは楽しかった……？｣ ｢どうしてこんなこと
したの……？｣ ｢どうしてずる休みしたの……？｣
｢どうして休んだの？ 楽しかった？｣ ｢どうして
学校行かなかったの？｣ ｢今まで一回も休んでい
なかったのに｣ ｢ケガはなかった？｣ ｢みんな, あ
んたのことを心配してたのよ｣ ｢どこもケガしな
かった？｣ ｢何か学校に行きたくない理由があっ
た？｣ ｢そんなにアケビが好きなの？｣
Ｃ：｢悪いことをしていると思いながら楽しいことを
しても楽しくないだろう.｣ ｢良かったな. 大好き
なアケビを好きなだけ食べることができて.｣ ｢無
事に帰って来られたのなら良かった.｣ ｢友達や先
生のことを考えなさい. どれだけ迷惑をかけたと
思うの？｣ ｢学校をズル休みするよりも, 先輩に
ついていかない方が度胸がある子だと思う.｣ ｢悪
いことしたと思って反省しているなら怒らないけ
ど, 気分がよくないことは, 今日よく分かったで
しょう.｣ ｢みんな心配するから, もう二度とこん
なことはしないように約束して.｣ ｢ごめんね. う
ちは裕福なかていではないから, おやつも用意し
てあげられなくて. あなたは何も悪くない.｣ ｢自
分が悪いとおもっているならいい.｣ ｢学校なんか
休んではいけませんよ.｣ ｢あなたが無事で帰って
きてくれただけで, お母さんは嬉しい. 今日はゆっ
くり休みなさい.｣ ｢その行動で迷惑がかかるのは
周りなんだよ.｣ ｢もし何かわけがあるなら, ちゃ
んと言ってね.｣ ｢自分が楽しいと思えないなら,
二度とそんなことしてはいけないよ.｣ ｢私がアケ
ビ好きなこと知っているでしょ. なんで私も呼ん
でくれなかったの！｣ ｢学校を休むことはたしか
に良くないし嫌だけど, 嘘つかれたのが一番嫌.｣
・様々な母親像があって, とても面白かった. 一つの
ことを考えると, それぞれの人が全く違ったり, 同
じような意見だったりして面白い. たくさんの物事
のとらえ方を持っていると, 世界が広がる.
・人によって軸となる視点の違いが面白かった. 自分
と違う意見を聞いたりして良かった.
19 名中 16 名が, 上記と同様, 自分とは違う意見と出
会えたことを面白いと感じていた. このような感覚は,
その後のクラス活動でも一貫して見られていた. さらに,
｢この一場面でも, 母親は恐らく心配して家まで来た先
生と話し, 謝り, など, 書かれていないことを想像し,
その上で自分ならどのように思うのかと, 一つのことだ
けでなく複数のことを同時に考えなければならないので,
簡単そうに見えても難しいんだなと思いました.｣ とい
う感想もあった. 少し深く読むこともできていたようで
ある. 因みに, ｢ボクの学校は山と川｣ では, A：やさ
しく. B：｢どう？ アケビとり楽しかった……？｣ C：
｢まあ, たまにゃいいでねえか. こどものときの遊びは,
子どものときにしなくちゃつまらん. 大人になって, 急
に思い出したようにやってみたってつまらんもナ……｣
であった.
また, 4 月 25 日には, 併せて, 以下のレポート課題
を提示した.
これらのレポートは, 提出された後, 筆者が添削し,
コメントを付けて各自に返却した.
3. ｢どんなことでも学問にする｣ に向かって
4月 25日には, 新入生セミナーの写真をスライドショー
で一緒に見ながら, ティーパーティを行い, 今後の方針
について話し合った. その際, 筆者が ｢どんなことでも
学問にしてやるからやりたいことを言ってみ｣ と発言し
たところ, 学生たちから ｢オー｣ と声が上がり, その後
の方向が決まった. ｢美浜を歩きたい｣ ｢映画を見たい｣
｢外で遊びたい｣ などの声があり, 先ず, 美浜を歩くこ
とから始めることになった.
4. 美浜歩き：語り合い・遊び・発見
5 月 2 日には, 美浜キャンパス近くの報恩寺と大己貴
神社まで, 語り合いながら歩き, 各自の好みで遊んだ.
5. ｢学問への入口｣ の課題を提起
5 月 30 日には, ケーキ作りを実施した. 前の週から
何を作るか, 材料の調達や実施の手順について相談し,
準備した. ケーキの焼き上がりを待つ間に, レポートを
返却し, 併せて, 筆者より, 新たな課題を提示した. そ
れは, ｢学問への入口｣ を見つけることである. 図 1 の
資料を配布し, 単なる学習ではなく, 学問とはどういう
ものかを問いかけた. そして, ｢問う｣ ことから始めて
みようと, これまでのクラスの活動 (美浜を歩く＆ケー
キ作り) から発することのできる問いを, 筆者より提案
した. この日は, 学生は静かに傾聴していただけで, 敢
えて議論には踏み込まなかった.
6. これまでの活動で感じたことや考えたこと
の整理と意見交換
6 月 20 日, これまでの活動で感じたこと, 考えたこ
となどを議論した. その際, 表 2に各自書き込んでから,
数人の小グループで議論した. 各グループでは, お互い
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・みんなは, 自分が考えもしなかったことを考えつい
て, すごい.
レポート課題 1：履修カルテの課題 A1
｢どのような〇〇になりたいと思って入学しましたか.｣
(どのような仕事をしたいということでも OK (ゼミ
の課題としては)
レポート課題 2：読書レポート (履修カルテの推薦図
書より一冊)
図 1. ｢学問への入口｣ を考えるために配布した資料
の意見を紹介し議論しながら, 同じ型の表にグループで
改めて記入し, 翌週, 筆者が紹介した. グループ毎に記
入したものを, 表 3 (a)～(e) に紹介する.
表 3 より, 一部を取り上げて, まとめてみた. ｢楽し
い・面白い・嬉しい｣ は, それぞれどんな場面で感じら
れたか. また, それぞれの場では, どんなことを考えた
か. 表 4にまとめてみた. 学生たちは, それぞれの感情
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表 2. 学生に提示した表
表 3 (a). グループ毎に記入した表
表 3 (b). グループ毎に記入した表
表 3 (c). グループ毎に記入した表
表 3 (d). グループ毎に記入した表
表 3 (e). グループ毎に記入した表
表 4. 活動や場面ごとに味わった感情や考えたこと
場や活動 楽しい 面白い 嬉しい 考える
海
みんなでワイワイ
貝殻拾い
風がすごい
ゴミがいっぱい
貝殻拾い
ハマヒルガオ
シーグラスを見つけた
美浜の海を見れた
海の汚染
どうしたら観光地になるか
なぜ海は青いのか
汚いゴミ
アサガオっぽいやつら (ハマヒルガオ) のこと
ケードロ
カンケリ
みんなで身体を動か
せた
逃げる時
逃げる時のドキドキ
同じ人に 2回捕まった
追いかけること
蹴ること
逃げれた
捕まえられた
缶を蹴れた
仲間に助けてもらった
味方を何人か救えた
ケードロの本来の名称
誰が作ったか (カンケリ)
童心に帰ること
楽しませること
読書
新しい発見ができた
いつもと違う世界に
入る
自分の考えに変化があった
本の内容, 著者の意見がすんなり入ってくる
いろいろな知識を吸収できる
語彙が増えて嬉しい
知らないことを知った
時
話の展開
人生について
死なないでいる理由は何だろう
作家が読者に伝えたいことは本当にあるのか
の違いも感じとっているようである. このまとめも, 6
月 27 日に学生たちに紹介した.
また, 各グループ毎に上記の議論と作業をした後の,
学生たち個人個人の感想には, 以下のようなものがあっ
た.
ここでも, 学生たちは他の人たちと話し合って, 自分
とは違う考えや感じ方を知ることに意義を感じている.
それと同時に, 中には, 他の人たちと話し合うことで,
自分自身を見直すことができた学生もいたし, 他の人の
感じ方・考え方・疑問も自分の中に取り入れていった学
生もいた.
7. ｢学問への入口｣ を見つける
6 月 20 日には, 新しいレポート課題 ｢私が見つけた
学問への入口｣ を提示した. その際に提供したレポート
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・同じ時間を過ごしたのに, 感じ方や考え方が違って,
面白かった. ですが, 同じものを見て, その時話し
たことをリストに書かれていたりして, 同じ感じ方
をするんだなあと思った.
・同じ感じ方でも, 感動が多い人や嬉しさが多い人な
ど, 人の感情は様々なんだなと思った.
・外に出ると, この町の町おこしをしている面や, 自
然の多さを感じることができたように思える.
・ゼミの人々と関わると, 自分が持たない視点や考え
方を持っていて, それを楽しむことが大切だと考え
た. 自分が見えていなかった点を知ることは楽しい
と思える.
・みんなけっこう考えていることは同じだなと思いま
した. こうして思い出してみると, 楽しかったなと
思います. 最初に海に行った時より, ゼミの友達と
仲良くなれているなと思いました.
・友人と話し合ううちに思い出すこともある.
・人によって覚えているところ (見ているところ) が
違う.
・読書の欄は, 人によって読んだ本が違うので様々だっ
た.
・表にして発見・考えたこと. 疑問に思ったところが
たくさんあった. この疑問をもとに, 新たな視点が
見つかると考えた.
・話し合って発見, 考えたこと. 他の人の意見と異なっ
ている場合や, いくつか同じ意見があったりした.
やはり, 疑問に思ったことがいくつかあったので,
さらに深く学問にしていきたいと考えた.
・グループの人は, 自分が思ってもいなかったことを
考えていた. その中には, 確かに言われてみればそ
うだ, 自分もそれは疑問に思うというものがあった.
他者との意見の交換の重要性を改めて知った.
・海はなんで青いのかなど, 活動とは違った視点から
見た感想があって, 自分もその疑問について考えて
みようと感じた.
・僕の意見と何個かかぶると思ったが, ほとんどかぶ
らなかったので, 人間の考えはとても複雑であるこ
とを学んだ.
・感じる部分が, 人によって, 物理面と視覚面と精神
面で大きく異なった.
・やっぱり自分はインドア派だった. 感動が一つもな
かった. 考えてはいることが分かった.
・同じ物に対して, 他にも見える部分があるのかもと
思った.
・自分が発見できなかったものに気がついている人が
いて, 人によって見えているもの, 感じているもの
は違うと実感した.
・自分が普段, 何も考えずに生活していたことが発覚
した. 何気なく楽しいとか面白いとか思っており,
何が, というところまで思いが至っていなかった.
・一つの活動を例にとってみても, 一人一人違った考
え方, 感じ方があり, 人はそれぞれ違うことを考え
ているんだと再認識した.
・楽しいと思ったこと ｢みんなで｣ のことが多い.
・考えることは意外とたくさんある.
・表にすることで出来事も整理できる.
・こうして, 奥深く考えることで, 海や神社にも興味
を持って, また行きたくなった.
・一つの行事に対して, ｢楽しい｣ や ｢嬉しい｣ など
の感情を抱くことが大切だと思った.
・自分が思いつかなかった意見がいくつもあって, 驚
いた.
・自分 1人の考えでは思いつかないような発見があっ
た.
・ ｢～～したのが楽しかった｣ というメンバーの意見
に, ｢みんなで～～できて楽しかった｣ と書いてあ
るのを見て, 嬉しくなった.
用紙を, 図 2に示す. 入口やその周辺をデザインしても
良いし, 入口に関わることを言葉で表しても良いことに
した.
このレポートは, 7 月 11 日に内海海岸まで行った際
に提出され, 18 日のまとめのパーティの際に, 筆者が
まとめて紹介した. 学問の内容が書かれたものもあれば,
学問への入口・そこに至る道・入口付近の情景・入口か
ら入った後などのイメージが描かれたものもあり, 後者
は筆者の想定外だったが, 学生たちが描く情景は, なか
なか面白かった. それぞれのレポートを以下に紹介する.
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図 2. 私が見つけた ｢学問への入口｣ のレポート用紙
門の奥には科学, 科学部門が書かれており, 左奥には,
力, 物理, 電気, 生物学, 右奥には, 地理学, 実験と書
かれている. 学問への入口に入った後の広がりが描かれ
ている.
海岸への道を歩いたことや, 海岸で見られたゴミ, 生
物, 自分たちの遊びなどから, 学問への入口に到達し,
そこから, 環境学や生物学, 歴史の学問に発展するイメー
ジ.
｢もっと植物のことが知りたい｣ という学生. その入
口に到達するには, 海で見た植物 (アサガオではなくて
ハマヒルガオだが) や, 道で見たアジサイというルート
もあれば, 読書から真直ぐ門の奥に入るルートもあるよ
うである.
1) 学問の内容が書かれたもの
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海に行った時に気付いたことが基になっている. 海の
汚染の原因という学問への入口の奥には, きれいな明る
い風景が見られるようである.
こちらも, 海水の汚染についての学問への入口. かな
り立派な門である. 奥が深そう. 学問への憧れと学問の
厳しさを感じていることの現れであろうか.
｢昔から伝わる子どもの遊び｣ という学問への入口で
るか, それがこれからの学問への入口であるかは確かめ
ていないが, 入口は OPEN.
ゼミのことを中心になって考えていた学生の見つけた
｢学問への入口｣. 人の上に立つことには, 様々な要素が
必要であることに気付いており, その難しさと面白さを
味わっているようである.
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積極的に勉強すること, ニュースを見ること, 友達と
のつきあい, 遊びなど, 様々な活動が, ｢学問への入口｣
に繋がったり, その奥で繋がり広がったりしている.
｢学問の窓？｣ も描かれている. 入口の奥が深そう.
入口の周りに集う人々 (猫々) も, 何かを語っていそう
である. それぞれがフラリと集まってきて, 同じ入口を
見つけたということであろうか.
最初の入口は, 少し重めの入口. そこから突き進むと,
さらに奥に入口がある. 右側の扉は, 総合演習を通して
の気づきの扉. 入口に到達するにも, 階段を登らなけれ
ばならないが, なかなか美しい情景である.
好奇心を抱くのが, ｢学問への入口｣ への道. そうで
ないと, 広い道を楽に通り過ぎるだけかな？入口を開け
るには, 鍵が要るようである. 鍵は何であろうか.
2) 学問への入口・そこに至る道・入口付近の情景・入口から入った後などのイメージが描かれたもの
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こちらは, 柵があり, 門衛がいる. ｢学問への入口｣
は, 見ることは簡単にできるが, そこまでは, 曲がりく
ねった道も歩かねばならないし, 簡単には入れないとい
うことのようであるが, 黒い扉の奥への期待を感じさせ
る入口である.
｢学問への入口｣ には, 市松模様が描かれている. ｢人
と関わることで思いつく遊び｣ によって, いろいろなこ
とを考えるのが, 入口になるようである. 入口の周りの
人々も, 何か考えながら動いているように見える.
新発見, 考察, 実験, 疑問, 追求, 自分の知識が繋が
り合って, 関わり合っている. これからの自分を予見し
ているようである.
｢学問への入口｣ への道は, 迷路のようになっている
が, 道は一つではないということを知った意義は大きい.
入口にはチェーンや鍵がかかっていて, 入るには工夫も
努力も要る. 入った後には, 本がたくさんあり, 学問が
進められるということであろうか.
学生たちが描いた ｢学問への入口｣ は, 彼らが何を見
つけたか, 何に気付いたかを表しているとともに, 学問
に対するイメージも表している. 学問への道に入るには
好奇心が要ることや, 道は様々にあること, 入口に到達
する道にも, 入口の奥にも, 様々なことがあって, お互
いに関連していること. 総合演習Ⅰでは, 入口の奥に入
ることまではできなかったが, それらに気付いたり考え
たりするところまでできたのは, 今後の学びにとって,
意義があると思われる.
8. 最後のまとめ
7 月 18 日, 内海海岸での遊びや語り合いの写真のス
ライドショーを見ながら, まとめのティーパーティを行
い, ｢私が見つけた学問への入口｣ もスライドショーで
紹介した. それぞれの人が描いたものに対して, 筆者が
簡単なコメントを付けた. 最後に, ｢学んだこと, 楽し
かったこと, もっと楽しくするには｣ という内容で, レ
ポートを書いてもらった. そのうち, ｢学んだこと｣ に
ついて書かれたものを以下に紹介する.
まとめ：｢学問への入口｣ に気付く方法
全体に, 遊びの企画が多かった. 遊んでいる時には,
ただ無心で遊んでいた. 遊びの企画の間, 一律の活動に
規制することはしなかったので, 身体を動かす遊びには
加わらずに, 語り合っていた人たちもいた. 筆者は特に
一人ぼっちが悪いとは思わないが, 結果として, 語り合
う友人がそれぞれにできたようである. そのことは, 大
学 4年間の学習や生活を支える力となると思われる. ま
た, ｢私が見つけた学問への入口｣ のレポートやまとめ
のレポート (後述) に見られるように, 遊びから学問へ
の入口を見つけたり, 遊びも含め様々な活動から学問へ
の繋がりを感じた学生たちもいた. ｢ ｢遊び｣ が深まる
と ｢学び｣ になる｣ (木澤 2018) という報告もあり,
両者の繋がりをうまくつけることも, 課題であろう.
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学んだこと
・遊びだけれども, 一つ一つ見方を変えれば, 学問に
なる.
・お金を使わなくても, 遊ぶ方法はいくらでもある.
・思いやりや気づかいや協調性の大切さ
・どうしたらみんなが楽しめるのかをみんなと一緒に
考えました. しかし, みんながというのが難しいと
ころで, 全員がしっかり楽しめたのかというと, そ
うではないのかもしれないと思います.
・一つの行事に対し, 楽しみ方や感じ方も人それぞれ.
その一人一人の個性の多様性を知ることができた.
・何でも学問につなげられること.
・海や神社に行ったときに, 何か新しい発見を探して
とにかく楽しむことを学んだ.
・この美浜には何があるのかを知るきっかけとなった.
・協力すること.
・何でも学問へのきっかけになること.
・苦手な集団行動は, なんとかなるということ.
・いろいろな場所で植物やカニなどの生き物を見れた.
それぞれの環境にあわせて強くなっていて適応して
いておもしろいと思った.
・神社や寺にも歴史があることを知った.
・道を歩くだけでも学問の入り口があって, それを見
つけだせることが大切で, 見つけられるかは本人の
気持ちしだいで, 何でもとりくむ気持ちが大切だと
学んだ.
・仲間とのかかわり方.
・みんなで一緒に考えて案を出し合って協力する楽し
さと大切さ.
・私はこのクラスで学ぶことはあるのかと疑問に思っ
ていた. しかし, 実際には近くの寺や神社について
など学ぶことが多かった. 特に印象に残った学びは,
子どもの遊びを大学生がやってもとても楽しめるこ
とだ.
・さまざまな遊び, 経験を学問に結びつけることがで
きた. 何気ないことの中にも学問の入り口が広がっ
ている.
・人と関わることの大切さ. 副ゼミ長としてゼミ長と
毎回どんな活動をするか電話で話し合ったり, たか
だか週に 1回のゼミにこんなにも真剣になれたこと
が嬉しかったです.
・人と関わる時は, 自分から動くようにしなくてはい
けないと感じた. 待っているだけでは駄目だと思っ
たし, この経験を生かしていきたい.
・みんなで行動したり遊ぶことの楽しさ.
・自然のタフさ.
・レポートは難しかったが, レポートの作成法をよく
学べた.
では, 今回の総合演習Ⅰで, 筆者は学生たちに何を提
供できたのか. それは, ｢学問への入口｣ に気付く方法
であったと思われる (最初から計画的に取り組んだので
はないが). 以下に, 例を挙げてみる.
・感じたこと, 考えたことを表にしてまとめ, それを
基に議論すること.
・他の人の感じ方や考え方から学ぶ機会を設けること.
・本を読むにあたって, あえてその一部を隠し, ｢自
分だったら……｣ と考えてみること.
・気付いたこと, 考えたことを, 描いてみること.
・ちょっとした気付きを ｢学問への入口｣ と, 認識し
てみること.
このようなことが, 学生たちにとって, どれだけ意義
があるかということだが, 教員採用試験の準備をしてい
る学生たちが質問に来た場面を思い出してみると, 考え
ることをしないで覚えようとして, 2 年生くらいから一
所懸命受験勉強をしていることがあった. また, 理科研
究や理科指導法の授業では, 実験というものはそれまで
指示されたように行なって求められている結果を出すこ
とだと思っていた学生もいて (水野 2017), そのような
傾向が他の分野でも見られるとすれば, 今回の取り組み
は, 考えること, 感じること, 問うことについて学生た
ちの世界を広げることができたと思われる. ｢どんなこ
とでも学問にする｣ ところまではいかなかったが, 至る
ところに ｢学問への入口｣ があること, そこに到達する
には自ら働きかける必要があること, 他の人たちと一緒
に活動したり話し合うことの意義などを, 学生たちが感
じとることはできたと思われる. ｢学問への入口｣ に気
付く方法を, 少しは提供できたと自負する次第である.
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